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This paper investigates the functions and usages of stone tools for the agriculture in the East Asia, 
based on the experimental use-wear analysis. 
For the present study, stone artifacts considered to be the harvesting or plowing tools are selected 
from assemblages of Jomon and Yayoi Periods in the Japanese Archipelago, Neolithic and Bronze 
Ages in the Korean Peninsula, and Neolithic Age in the lower Yangtze River, China. I estimate the 
working edges, use motions and worked materials mainly by the high-power approach. 
Furthermore, based on the harvesting and plowing experiments, I discuss roles of stone tools in the 
early agriculture. 
This study indicates that there existed quite different body techniques of harvesting-behavior in 
the East Asia: to scrape and pick the ears off perpendicularly to the working edge and to push and 
cut the heads parallel to the working edge. It implies a necessity for considering the roles of 
agricultural tools from a wider perspective raging not only from harvesting the ears but weeding the 
fields and cutting the remaining culms. Furthermore it is also necessary to rethink the hypothesis 



















































































































































専 攻   人間社会環境学専攻 




    石器使用痕からみた東アジアの初期農耕 
     
 
３ 審査結果 
   判  定（いずれかに○印）  合 格 ・ 不合格 
   授与学位（いずれかに○印）  博士（ 社会環境学・文学・法学・経済学・学術 ） 
 
４ 学位論文審査委員 
   委員長   中村 慎一 
   委 員   藤井 純夫 
   委 員   中村 誠一 
   委 員   西本 陽一 
   委 員   足立 拓朗 
   委 員    
 
 
（学位論文審査委員全員の審査により判定した。） 
５ 論文審査の結果の要旨 
本論は、実験使用痕分析により、東アジアの初期農耕関連石器の機能を再評価しようと
するものである。対象は日本の弥生時代、韓国の新石器～青銅器時代、そして中国長江下
流域後期新石器時代の資料である。 
資料の観察とその解釈については、いずれも手慣れた資料操作が行われており、概ね首
肯できる妥当な結論が導き出されている。なかでも、長江下流域の新石器時代石器に関し
ては中国の考古学界においても本格的な使用痕研究はこれまでに例がなく、その意味で、
この地域の石器研究の画期をなすものと言える。特に、「耘田器」と称される石器が、従
来想定されていた中耕・除草具ではなく一種の収穫具（穂摘み具）であり、なおかつその
操作方法が朝鮮半島や日本の石包丁とは異なり、手前から対象物に向って押し出すように
して穂先を切断するものであることを明らかにした点は特筆すべき成果である。また、同
じく長江下流域の良渚文化や崧沢文化に見られる「石犂」や「破土器」といった石器の木
柄への装着法について蓋然性の高い復元案を提示しえたことも、対象物ばかりでなく操作
方法や作業部位の復元もきわめて重要であるとする筆者の主張を納得させるに十分な説
得力をもっており、石器使用痕研究に新境地を開くものと評価できる。 
その一方、考古学におけるこれまでの農業研究の成果を十分に咀嚼しているとは言い難
い記述が散見すること、「身体技法」といった人類学用語を概念規定が曖昧なまま援用し
ていることなど、改善を要する点があることも事実である。そして何よりも惜しまれるの
は、現代の考古学者が想定できない使用法を考古遺物について復元することはそもそも不
可能であるという点、一つの石器が多様な作業に用いられていたとしても単一の作業の結
果と復元されがちであるといった点など、石器使用痕研究がその開発当初から引きずる問
題点が今なお解決されないまま残されていることであろう。これらの欠点を実験使用痕分
析の構造的限界であると言うのは容易いことであるが、技術的革新を進めることでそれを
打破しようとする意気込みが期待される。 
しかし本論を全体的に見れば、一人の研究者が地域的・時代的にこのように広範な資料
を扱った研究は世界的に見ても希有な事例である。それと同時に、前述のとおり、中国考
古学界では先駆的な業績であり、従来の先験的な想定に変更を迫ることになったことで石
器使用痕分析の有効性を実証した点はきわめて重要な成果と言える。また技術的方法の面
でも、石器の顕微鏡観察に焦点深度合成処理による多焦点顕微鏡画像の作成という最新の
技術を導入したことで、使用痕画像の精度を飛躍的に高めることに成功した点も高く評価
できる。 
以上から、審査員一同、博士学位論文として十分な水準に達していると判断した。 
